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　意
見
書
の
全
文
は
、区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●議員研修会を開催 ………… 8 面

●委員会の動き ……………… 8 面

●請願・陳情の審議結果 …… 8 面

●区政のここを問う！
　代表・一般質問 ………… 5～7 面

●令和元年度上半期
　政務活動費・議長交際費 … 4 面

●第４回定例会
　議案の概要と審議結果 …… 4 面

●各会派・新年あいさつ … 2、3 面

本紙は、新聞折り込みでお届けしています。主な区立施設、区内の駅・スーパーなどに置いています。新聞を購読していない方には配達します。

あけましておめでとうございます

新
年
の

　ご
あ
い
さ
つ

新
宿
区
議
会
議
長

吉
住 

は
る
お

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
区
民
の
皆
様
に
は
、
令

和
に
な
り
初
め
て
の
お
正
月
を
、

お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
区
議
会
は
、
昨
年
４
月
の
選
挙

で
38
名
の
議
員
が
新
た
に
選
出
さ

れ
、
８
分
野
の
委
員
会
で
、
福
祉
、

環
境
、
教
育
、
防
災
対
策
な
ど
、

様
々
な
議
論
や
審
査
を
行
い
、
現

場
視
察
等
を
通
じ
て
、
区
政
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
皆
様
の
負
託
に
全
力
で
応
え

て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
令
和
の
幕
開
け
に
よ

る
大
き
な
高
揚
感
の
な
か
、
小
惑

星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
２
」が
リ
ュ

ウ
グ
ウ
へ
の
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
に
成

功
し
た
り
、
ラ
ク
ビ
ー
日
本
代
表

が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
ベ
ス
ト
８

の
功
績
を
残
す
な
ど
、
日
本
中
が

歓
喜
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、

各
地
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た

大
型
台
風
の
襲
来
、
車
の
暴
走
事

故
や
あ
お
り
運
転
、
首
里
城
の
火

災
な
ど
、
明
と
暗
が
は
っ
き
り
分

か
れ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
本
年
は
、
い
よ
い
よ
東

京
2020
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
幕
し
ま

す
。
開
催
に
向
け
、
ご
尽
力
さ
れ

て
い
る
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
ア
ス
リ
ー

ト
の
方
々
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご

努
力
が
実
り
ま
す
よ
う
に
エ
ー
ル

を
送
り
ま
す
。
区
議
会
と
し
ま
し

て
は
、
閉
会
後
に
ど
の
よ
う
な
レ

ガ
シ
ー
を
創
出
す
べ
き
か
、
区
と

議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
新
宿
区
の
発

展
と
区
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
心

よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議　案第4回定例会で可決した主な

○名誉区民として、杵屋勝国氏（長唄三味線）を選定
○スポーツの振興と多くの人が集うにぎわい豊かなまちの実現を図るため、「四谷スポーツスクエア」を公の施設として設置し、その管理を指定管理者に行
　わせる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和２年４月１日施行）
○「新宿区ワンルームマンション等の建築及び管理に関する条例」の規制対象とするワンルームマンション等に長屋を追加する。　（令和２年４月１日施行）

■■ 区長提出議案３６件と議員提出議案2件の議案を可決

関連記事 ４面

令 和 2 年  第 1 回 定 例 会 の お 知 ら せ

本 会 議 2月14日（金）
19日（水）
20日（木）

3月17日（火）

★2月14日から3月17日までの予定です。主な日程は、次のとおりです。

★ぜひ傍聴にお越しください。（区役所本庁舎 5階）

★手話通訳者または要約筆記者を配置できます。事前に議会事務局
　（TEL5273－3534、FAX3209－9995）までご連絡ください。

★本会議・予算特別委員会は、「新宿区議会ホームページ」でインター
　ネット中継（生中継・録画）を実施します。ぜひご利用ください。

★本会議場の 5階傍聴席に、磁気ループシステムを設置しています。

特別委員会 3月12日（木）・13日（金）

2月21日（金）～3月6日（金）予算特別委員会

3月10日（火）・11日（水）常任委員会

　「
あ
お
り
運
転
」を
は
じ
め
と
し
た
極
め
て
悪
質
・
危
険

な
運
転
に
対
し
て
は
、厳
正
な
対
処
を
望
む
国
民
の
声
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　よ
っ
て
、今
や
社
会
問
題
化
し
て
い
る「
あ
お
り
運
転
」

の
根
絶
に
向
け
、安
全
・
安
心
な
交
通
社
会
を
構
築
す
る

た
め
、「『
あ
お
り
運
転
』の
規
定
を
新
た
に
設
け
、厳
罰
化

に
つ
い
て
は
、危
険
運
転
を
行
っ
た
場
合
の
み
で
も
道
路

交
通
法
上
、厳
し
く
処
罰
さ
れ
る
海
外
の
事
例
な
ど
も
参

考
と
し
な
が
ら
、実
効
性
の
あ
る
法
改
正
と
な
る
よ
う
、

早
急
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
」な
ど
を
強
く
国
会
及
び
政

府
に
求
め
ま
し
た
。

「
あ
お
り
運
転
」に
対
す
る
厳
罰
化
と

　
　 

さ
ら
な
る
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　台
風
19
号
等
の
影
響
に
よ
り
、河
川
の
堤
防
が
決
壊
し

た
他
、越
水
な
ど
に
よ
る
浸
水
被
害
、土
砂
災
害
な
ど
が

広
範
囲
に
渡
り
多
数
発
生
し
、各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。政
府
に
お
い
て
は
、今
後
の
生
活
支
援
、

早
期
の
住
ま
い
の
確
保
、産
業
・
生
業
の
支
援
な
ど
、被
災

者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。よ
っ
て
、「
被

災
者
の
１
日
も
早
い
生
活
再
建
の
た
め
、既
存
制
度
の
対

象
拡
大
や
要
件
緩
和
な
ど
弾
力
的
な
運
用
を
行
う
こ

と
。」な
ど
を
強
く
国
会
及
び
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

令
和
元
年
台
風
19
号
等
か
ら
の

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
対
策
を
求
め
る
意
見
書

新宿区と国立競技場（オリンピックスタジアム）



◆ 

議

　長

　吉
住
　は
る
お

◆ 

副
議
長

　北
島
と
し
あ
き

◆ 

副
議
長

　北
島
と
し
あ
き

　あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　令
和
の
最
初
の
新
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
令
和
の
時
代
の
末
永

き
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　待
ち
に
待
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
年
を
迎

え
、
国
立
競
技
場
の
地
元
の
新
宿

区
民
と
し
て
、
大
い
に
大
会
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　景
気
は
、
雇
用
・
所
得
環
境
の

改
善
が
続
く
中
、
緩
や
か
な
回
復

が
続
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
こ
と
が
新
宿
の
地
域
経

済
の
活
性
化
と
と
も
に
豊
か
さ
を

も
た
ら
す
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　自
由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員

団
は
、
少
子
高
齢
化
の
中
、
喫
緊

の
課
題
の
高
齢
者
施
策
や
子
育
て

支
援
・
待
機
児
童
解
消
施
策
を
は

じ
め
と
す
る
諸
課
題
の
解
決
に
取

り
組
み
、
区
民
生
活
を
支
え
る
持

続
可
能
な
新
宿
の
ま
ち
づ
く
り
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実
や
子
育
て
支
援

防
災
対
策
な
ど
を
更
に
推
進
し
ま
す

新
宿
区
議
会
公
明
党

安
全
で
安
心
な
、
区
民
が
誇
れ
る

新
宿
の
ま
ち
づ
く
り
を
！

自
由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

　新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。　本

年
、
東
京
2020
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
新
宿
区
は
大
会
を

契
機
と
し
た
施
策
の
推
進
と
共

に
、
大
会
後
も
持
続
的
に
発
展
す

る
区
政
運
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　公
明
党
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や

観
光
施
策
の
充
実
と
共
に
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
が
、
安
心
し
て
移
動
が

出
来
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
の
台
風
被
害
を
踏
ま
え
た

防
災
対
策
と
共
に
、
電
柱
の
倒
壊
に

よ
る
停
電
等
の
防
止
の
た
め
、
無
電

柱
化
を
加
速
さ
せ
ま
す
。
更
に
は
、

女
性
の
視
点
を
活
か
し
た
防
災
対
策

を
推
進
し
、
特
に
災
害
時
の
液
体
ミ

ル
ク
の
備
え
に
取
り
組
み
ま
す
。
子

育
て
支
援
と
し
て
は
、
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
に
お
け
る
区
独
自
の

支
援
充
実
や
、
保
育
所
の
待
機
児
童

解
消
な
ど
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

税
金
の
使
い
方
を
変
え
て

区
民
の
く
ら
し
・
営
業
最
優
先
の
区
政
に
！

日
本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

　新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。　昨

年
10
月
か
ら
消
費
税
10
％
へ

の
増
税
が
強
行
さ
れ
、
区
民
や
中

小
業
者
か
ら
「
ま
す
ま
す
く
ら
し

や
営
業
が
苦
し
く
な
っ
た
」
と
い

う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
中
で
、
安
倍
首
相
主
催
の

「
桜
を
見
る
会
」
な
ど
政
治
と
税
金

の
私
物
化
に
国
民
の
怒
り
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
社
会
保

障
予
算
を
削
減
し
、
国
民
に
負
担

を
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　新
宿
区
の
財
政
は
昨
年
度
の
決

算
を
含
め
６
年
間
連
続
黒
字
で
、

基
金
残
高
は
532
億
円
と
な
り
ま
し

た
。
区
民
の
く
ら
し
と
営
業
が
大

変
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
豊
か
な
区

財
政
を
活
用
し
、
認
可
保
育
園
・

学
童
ク
ラ
ブ
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増

設
、
災
害
対
策
な
ど
区
民
生
活
を

守
る
施
策
の
充
実
に
、
今
年
も
一

層
力
を
尽
く
す
決
意
で
す
。

副幹事長
渡辺　清人

2 期
〒162-0067
富久町23-11

（5269）1515

池田だいすけ
3 期

〒169-0074
北新宿4-23-2
メゾン田中302
090（9571）6040

吉住　はるお
4 期

〒162-0838
細工町1-8
ヴィラK2  302

（3260）3104

宮坂　俊文

〒161-0031
西落合1-25-15-301

（3951）9848

7 期
下村　治生

5 期
〒160-0021
歌舞伎町2-42-3

（3200）7181

おぐら　利彦
5 期

〒160-0004
四谷1-3

（3353）9000

佐原　たけし
5 期

〒169-0051
西早稲田1-18-15
-404

（3207）5271

幹事長
桑原ようへい

3 期
〒160-0023
西新宿8-1-8

（3366）0071

大門　さちえ
2 期

〒162-0854
南山伏町1-22

（5946）8644

永原たかやす
1 期

〒162-0801
山吹町355
佐藤ビル203

（6228）0291

渡辺みちたか
1 期

〒161-0032
中落合1-5-5-507

（3950）0055

中村しんいち
4 期

〒169-0072
大久保2-2-20-502
080（9804）7326

時光じゅん子
1 期

〒161-0032
中落合3-4-17
090（2767）1179

北島としあき
3 期

〒169-0074
北新宿1-13-3

（3361）5315

豊島　あつし
3 期

〒162-0041
早稲田鶴巻町537
メゾン三晃302
080（9804）7328

野もと  あきとし
4 期

〒169-0073
百人町3-22-12-102

（3368）5035

幹事長
有馬としろう

5 期
〒161-0032
中落合2-12-26-101

（3952）8354

井下田　栄一
3 期

〒160-0012
南元町4-17-512
080（9804）7330

川村のりあき
5 期

〒161-0031
西落合1-32-18
070（6510）8893

幹事長

高月　まな
1 期

〒169-0072
大久保1-3-3セイン
トマンション402
080（5876）2337

副幹事長
沢田　あゆみ

7 期
〒169-0051
西早稲田2-19-1
共美ビル
090（3088）9591

藤原　たけき
1 期

〒162-0801
山吹町311
榎本荘1階
070（5371）5853

雨宮　武彦
8 期

〒160-0017
左門町13
仙丈ビル501
090（1544）5088

◆ 

議

　長

　吉
住
　は
る
お

木もと  ひろゆき
2 期

〒162-0812
西五軒町12-1-B101
070（6474）7447

副幹事長
三沢　ひで子

2 期
〒162-0067
富久町36-10
080（9804）9740

副幹事長

近藤　なつ子
7 期

〒162-0052
戸山1-16-16-310
090（4849）3227

団長

No.２９１ 2令和2年（2020年）1月1日



１

　公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
区
議
会
議

　員
等
の
政
治
家
（
候
補
予
定
者
含
む
）

　は
、
年
賀
状
等
の
時
候
の
あ
い
さ
つ

　状
（
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も

　の
は
除
く
）
を
出
す
こ
と
を
禁
じ
ら

　れ
て
い
ま
す
。

２

　選
挙
区
内
の
新
年
会
、
祭
り
、
学

　校
行
事
等
で
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と

も
一
切
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
（
開
催
通

知
に
会
費
の
金
額
が
明
記
さ
れ
て
い
る

場
合
は
除
く
）。
ま
た
、
有
権
者
（
実

行
委
員
会
、
各
種
団
体
等
）
が
政
治
家

に
対
し
て
寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　区
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

東
京
2020
大
会
後
の
区
民
生
活
の
安
定
・

向
上
に
向
け
た
区
政
運
営
に
取
り
組
む 

立
憲
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

　あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　本
年
は
、
東
京
2020
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
の
成
功

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
大
会
後
の

区
民
生
活
の
安
定
・
向
上
が
区
政

の
重
要
な
課
題
で
す
。「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
不
況
」
に
備
え
、
新
宿
区

の
財
政
力
を
生
か
し
て
区
民
生
活

を
守
る
施
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　ま
た
、
昨
年
は
超
大
型
台
風
が

首
都
圏
を
相
次
い
で
直
撃
し
、
多

く
の
都
市
イ
ン
フ
ラ
が
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
巨
大
地
震
だ

け
で
は
な
い
こ
う
し
た
大
き
な
自

然
災
害
に
対
応
し
、
区
民
の
命
と

尊
厳
を
守
る
た
め
の
施
策
を
前
に

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　私
ど
も
も
微
力
な
が
ら
そ
の
一

翼
を
担
い
、
心
豊
か
な
区
民
生
活

の
実
現
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。

会派役職
　氏　　名

当選期数
住　　所

電話番号

凡　例

●「新宿区議会ホームページ」のアドレスは、http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/index08.html

各
会
派
あ
い
さ
つ

各
会
派
あ
い
さ
つ

各
会
派
あ
い
さ
つ

い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
区
政
実
現
の
た
め

良
好
な
区
財
政
を
活
用
し
が
ん
ば
り
ま
す

社
民
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

かわの　達男
8 期

〒169-0075
高田馬場1-20-10-303

（3208）8340

新
宿
区
は
も
っ
と
良
く
な
る
！

区
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
新
宿

伊藤　陽平
2 期

〒161-0031
西落合1-21-7-105

（6667）4427

将
来
を
見
据
え持

続
可
能
な
新
宿
区
政
に
邁
進

新
宿
未
来
の
会

　現
在
の
新
宿
区
政
は
、
財
政
的

に
も
安
定
し
て
お
り
、
２
期
目
と

な
っ
た
吉
住
区
政
も
着
実
に
歩
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
区
政
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
流
動
性
に
富
ん
で
い
ま
す
。

国
家
の
税
制
変
更
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
広
が

り
、
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
出

現
な
ど
、
中
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
て
考
え
た
場
合
、
柔
軟
に
施

策
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で

す
。　こ

の
よ
う
な
時
代
の
中
に
あ
っ

て
は
、
政
策
の
緊
急
性
や
優
先
順

位
を
考
慮
し
、
事
務
事
業
の
見
直

し
と
、
経
費
削
減
の
徹
底
を
し
、

持
続
可
能
な
行
政
運
営
の
確
保
を

提
言
し
ま
す
。

　今
後
と
も
区
民
の
皆
さ
ん
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事

に
、
住
民
満
足
度
の
高
い
区
政
の

実
現
に
向
け
、
進
取
果
敢
に
取
り

組
む
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

副幹事長
久保こうすけ

3 期
〒162-0825
神楽坂6-16

（3260）0669

幹事長
志田　雄一郎

6 期
〒160-0007
荒木町8
カインドステージ
四谷三丁目401

（3355）0546

2 期
小野　裕次郎

〒161-0033
下落合1-15-21-610

（6908）0440

田中　ゆきえ
1 期

〒169-0075
高田馬場3-34-14
090（8945）6686

三雲　崇正
2 期

〒169-0075
高田馬場1-17-17
山口ビル301

（6380）3185

えのき　秀隆
7 期

〒161-0032
中落合4-6-11

（5983）8811

鈴木　ひろみ
3 期

〒162-0041
早稲田鶴巻町556
山口ビル2階
070（6578）8843

幹事長
のづ　ケン

6 期
〒161-0033 
下落合3-16-16-302

（3954）3573

副幹事長

本
年
も
、
ち
い
さ
き
声
を
す
く
い
あ
げ
、

大
き
な
声
で
議
会
に
届
け
て
参
り
ま
す
！

ち
い
さ
き
声
を
す
く
い
あ
げ
る
会

よだ　かれん
1 期

〒169-0075
高田馬場
4-27-15-104

（6908）9617

誰
も
が
安
全
で
安
心
な
生
活
が
で
き
る
よ
う

NHK
の
不
当
な
要
求
と
全
力
で
闘
い
ま
す

新
宿
区
民
を
守
る
会

松田　みき
1 期

〒161-0034
上落合2-15-11
中井ハイツ102
080（3598）7812

新
年
を
迎
え
て

新
年
を
迎
え
て

新
年
を
迎
え
て

区
議
会
議
員
の
寄
附
行
為
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

ま
い

３ 令和2年（2020年）1月1日 No.２９１
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新宿区議会ホームページもご覧ください！ 新宿区議会 検 索

○議長交際費とは
円滑な議会運営を図るため、議長が議会を代
表して各種行事や接遇・儀礼など対外的な活
動をするために支出する経費です。

○毎月の執行額について
月ごとの集計額を翌月に区議会ホームページ
で公表しています。平成 28 年 4 月分以降を
ご覧いただけます。

○収入 ･･･ 区が会派に対して交付した金額。月額 15 万円に会派の人数を乗じた金額です。
○年度末に生じた残額（収入－支出合計）は、区へ返還されます。なお、支出合計が収入を上回った
場合でも、政務活動費は追加交付されません。
●政務活動費 ･･･ 地方自治法に基づき「新宿区政務活動費の交付に関する条例」を制定し、議員（会派）
の調査研究その他の活動に必要な経費の一部として、区が会派に交付しています。
●政務活動費は、次の使途に用いることはできません。
①政党活動、後援会活動、選挙運動、あるいは個人への利益のために要する経費としての支出　②日
当（1日あたりの決まった手当て）としての支出　③寄付金、賛助会費等、公職選挙法に抵触するもの
への支出　④交際費に要する経費への支出（結婚式の祝い金、香料、見舞金等）

（単位：円）

　　支出項目

支出先

会　費 見舞い 弔　慰 接　遇 合　計

件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額

町　　  会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地 域 団 体 1 6,000 0 0 0 0 0 0 1 6,000

商　店　会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

各種関係団体 9 76,000 0 0 0 0 0 0 9 76,000

そ　の　他 0 0 0 0 1 10,000 0 0 1 10,000

合　　  計 10 82,000 0 0 1 10,000 0 0 11 92,000

令和元年度上半期　議長交際費支出状況　〔4 月～ 9 月分〕

 令和元年度上半期　政務活動費の各会派収支報告　〔４月～９月分〕

支　　出
支出合計

会派名・人数 収入 調査研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・陳情活動費 会議費 資料費 人件費 事務費
自 由 民 主 党 ・ 無 所 属 ク ラ ブ 10 1,500,000 13,225 0 789,415 2,650 0 0 6,608 290,000 13,111 1,115,009
新 宿 区 議 会 公 明 党 9 1,350,000 0 0 0 0 0 0 20,071 0 93,528 113,599
日 本 共 産 党 新 宿 区 議 会 議 員 団 8 1,200,000 0 0 660,081 500 0 0 0 0 613,816 1,274,397
立 憲 民 主 党 ・ 無 所 属 ク ラ ブ 4 600,000 0 0 600,000 0 0 0 0 0 0 600,000
新 宿 区 民 の 会 3 450,000 2,029 0 452,908 0 0 0 1,887 0 2,200 459,024
社 民 党 新 宿 区 議 会 議 員 団 1 150,000 0 0 0 0 0 0 0 0 10,702 10,702
ス タ ー ト ア ッ プ 新 宿 1 150,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
新 宿 の 明 る い 未 来 を 創 る 会 1 150,000 0 0 666,597 0 0 0 0 0 0 666,597

合 　　計 5,550,000 15,254 0 3,169,001 3,150 0 0 28,566 290,000 733,357 4,239,328

支　　出
支出合計

会派名・人数 収入 調査研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・陳情活動費 会議費 資料費 人件費 事務費
自 由 民 主 党 新 宿 区 議 会 議 員 団 11 8,250,000 282,250 0 1,602,887 188,210 0 0 472,864 1,720,000 1,195,039 5,461,250
新 宿 区 議 会 公 明 党 9 6,750,000 108,902 53,270 1,302,901 3,962 0 4,232 220,219 0 1,178,464 2,871,950
日 本 共 産 党 新 宿 区 議 会 議 員 団 6 4,500,000 550 12,390 942,606 4,538 0 0 233,998 0 649,955 1,844,037
立 憲 民 主 党 ・ 無 所 属 ク ラ ブ 5 3,750,000 48,203 28,900 1,273,156 4,018 4,740 6,026 16,292 258,000 221,081 1,860,416
新 宿 未 来 の 会 3 2,250,000 29,375 0 434,844 0 0 0 0 12,000 374,787 851,006
社 民 党 新 宿 区 議 会 議 員 団 1 750,000 22,500 0 233,265 60,000 0 0 22,400 0 292,982 631,147
ス タ ー ト ア ッ プ 新 宿 1 750,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ち い さ き 声 を す く い あ げ る 会 1 750,000 69,230 177,700 0 0 0 0 9,670 0 207,488 464,088
新 宿 区 民 を 守 る 会 1 750,000 0 2,000 0 0 0 0 0 190,000 14,757 206,757

合 　　計 28,500,000 561,010 274,260 5,789,659 260,728 4,740 10,258 975,443 2,180,000 4,134,553 14,190,651

（単位：円）【4月分　18期】

（単位：円）【5月～9月分　19期】

※上記は令和元年10月末時点での報告額です。年度末に令和元年度支出額が確定します。

会派略称 自　民＝自由民主党新宿区議会議員団
共　産＝日本共産党新宿区議会議員団
新宿会＝新宿未来の会
スタ新＝スタートアップ新宿
新守会＝新宿区民を守る会

公　明＝新宿区議会公明党
民無ク＝立憲民主党・無所属クラブ
社　民＝社民党新宿区議会議員団
ちい声＝ちいさき声をすくいあげる会

議案の概要と審議結果 （賛成…○、反対…×）
令和元年第4回定例会 （11月28日～12月9日）

議　案　名 概　　　要 自民 公明 共産 民無ク 新宿会 社民 スタ新 ちい声 新守会 議決結果

区　

長　

提　

出　

議　

案　
（
36
件
）

予
算
（
2
件
）

令和元年度新宿区一般会計補正予算（第6号）

補正予算額：1,921万3千円、補正後予算額：1,545億5,197万6千円
補正の理由：協働推進基金積立金、スポーツ施設整備基金積立金、夏目漱石記念施設
整備基金積立金、障害者福祉活動基金積立金、子ども未来基金積立金、みどり公園基
金積立金、社会資本等整備基金積立金、義務教育施設整備等次世代育成環境整備基金
積立金を計上

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

令和元年度新宿区一般会計補正予算（第7号）
補正予算額：4,011万3千円、補正後予算額：1,545億9,208万9千円
補正の理由：現員現給による調整及び給与改定等に伴う給与費に要する経費、報酬
改定に伴う議員報酬、監査委員報酬及び教育委員会委員報酬等の減を計上

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決

条
例
の
制
定
・
改
正
（
15
件
）

新宿区職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例 「地方公務員法」の改正に伴い、引用条項を改める。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

新宿区立四谷スポーツスクエア条例
スポーツの振興を図るとともに、多くの人が集うにぎわい豊かなまちの実現を図るための
施設として、新宿区立四谷スポーツスクエアを設置するとともに、その管理を指定管理者
に行わせる。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決

新宿区立高齢者在宅サービスセンター条例の一部を改
正する条例

新宿区立東戸山高齢者在宅サービスセンターの廃止に伴い、同施設に係る規定を削除する
ほか、題名を「新宿区立百人町高齢者在宅サービスセンター条例」に改める。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

新宿区家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定めている「厚生労働省令」の改正
に伴い、区における当該基準について、所要の改正を行う。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

新宿区特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定めている「内閣
府令」の改正に伴い、区における当該基準について、所要の改正を行う。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

新宿区リサイクル及び一般廃棄物の処理に関する条例
の一部を改正する条例 「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の改正に伴い、引用条項を改める。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

新宿区ワンルームマンション等の建築及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例 条例の規制対象とするワンルームマンション等に長屋を加える。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

新宿区議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部を改正する条例 議長、副議長、委員長、副委員長及び議員の議員報酬の月額を改定する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

新宿区長及び副区長の給料等及び旅費条例の一部を改
正する条例 区長及び副区長の給料の月額を改定する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

新宿区監査委員の給料等に関する条例の一部を改正す
る条例 監査委員の給料及び報酬の月額を改定する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

新宿区教育委員会教育長の給料等及び勤務等に関する
条例の一部を改正する条例 教育長の給料の月額を改定する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

新宿区教育委員会の委員の報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例 教育委員会の委員の報酬の月額を改定する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

新宿区職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 ・特別区人事委員会の勧告を受け、職員の給与を改定する。
・改元に伴い、規定を整備する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 可決

新宿区職員の退職手当に関する条例の一部を改正する
条例

・給料表の改定に伴い、令和2年1月1日から同年3月31日までの間の定年退職者等に支給
する退職手当について経過措置を講ずる。
・臨時、非常勤職員制度の改正における会計年度任用職員制度の導入に伴い、規定を整備
する。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 可決

新宿区幼稚園教育職員の給与に関する条例等の一部を
改正する条例

・特別区人事委員会の勧告を受け、幼稚園教育職員の給与を改定する。
・改元に伴い、規定を整備する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 可決

そ
の
他
（
16
件
）

都市計画道路補助第72号線第Ⅰ期区間道路舗装整備工
事請負契約の変更について

都市計画道路補助第72号線第Ⅰ期区間道路舗装整備工事請負契約について、その契約
金額を変更する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

特別区道の路線の認定について 認定する路線
・起点：中落合四丁目 1680 番 110 地先　　終点：中落合四丁目 1680 番 48 地先 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

公の施設の指定管理者の指定について

百人町高齢者在宅サービスセンター
（百人町 3-30-2） …社会福祉法人新宿区社会福祉事業団 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

新宿福祉作業所（戸山 1-22-2） …社会福祉法人日本キリスト教奉仕団 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

高田馬場福祉作業所（高田馬場 4-10-2） …社会福祉法人東京都手をつなぐ育成会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

障害者生活支援センター（百人町 4-4-2） …医療法人財団厚生協会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

高田馬場シニア活動館
（高田馬場 3-39-29） …特定非営利活動法人ワーカーズコープ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

山吹町地域交流館（山吹町 342） …生活協同組合・東京高齢協 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

上落合地域交流館（上落合 2-28-8） …生活協同組合・東京高齢協 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

高田馬場地域交流館（高田馬場 1-4-17） …社会福祉法人新宿区社会福祉事業団 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

かしわヴィレッジ（北新宿 3-27-6） …社会福祉法人新宿区社会福祉事業団 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

早稲田南町地域交流館、早稲田南町児童
館（早稲田南町 50） …特定非営利活動法人ワーカーズコープ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

高田馬場第一児童館（高田馬場 3-18-21） …ライクアカデミー株式会社 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

上落合児童館（上落合 2-28-8） …株式会社ウィッシュ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

中井児童館（中井 1-8-12） …株式会社東急キッズベースキャンプ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

北新宿地域交流館、北新宿第一児童館
（北新宿 2-3-7） …株式会社ウィッシュ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

人
事
の
同
意（
3
件
）

新宿区教育委員会委員任命の同意について 山下浩一郎氏 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意
新宿区名誉区民選定の同意について 杵屋勝国氏 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

新宿区監査委員選任の同意について 小池勇士氏 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意
議
員
提
出
議
案

意
見
書（
2
件
）

「あおり運転」に対する厳罰化とさらなる対策の強化を
求める意見書

1面の「意見書(要旨)」をご覧ください。
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

令和元年台風１９号等からの復旧・復興に向けた対策を求め
る意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
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平
成
27
年
度
の
地
域
飲
食
券

事
業
及
び
今
年
度
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業
は
、
地
域
経
済
活
性
化

を
目
的
と
し
た
事
業
だ
が
、
事
業
費

の
約
4
割
か
ら
5
割
が
区
内
事
業
者

と
無
関
係
の
商
品
券
発
行
事
務
手
数

料
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
2
万
円

を
先
に
支
払
い
5
千
円
分
の
プ
レ
ミ

ア
ム
が
付
い
た
商
品
券
を
購
入
す
る

仕
組
み
は
、
低
所
得
者
に
と
っ
て
負

担
が
大
き
い
。
こ
の
よ
う
に
事
業
設

計
に
問
題
の
あ
る
国
の
経
済
振
興
策

に
対
す
る
区
の
認
識
は
。

　
　
　

こ
れ
ら
の
事
業
の
あ
り
方

に
は
、
一
定
程
度
課
題
が
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
実
績
報
告
な
ど

の
機
会
に
国
に
伝
え
、
地
域
の
実

情
に
合
っ
た
経
済
振
興
策
を
要
望

し
て
い
く
。

外
国
籍
児
童
・
生
徒
の
就
学
支
援

　
　
　

令
和
元
年
9
月
27
日
に
文

部
科
学
省
が
公
表
し
た
調
査
結
果

で
は
、
区
内
約
800
人
の
外
国
籍
の

子
ど
も
が
学
校
に
全
く
通
っ
て
い

な
い
不
就
学
で
あ
る
可
能
性
が
判

明
し
た
。
①
区
の
所
見
は
。
②
不

就
学
児
を
個
別
に
把
握
し
、
就
学

に
つ
な
げ
る
取
組
み
は
。

　
　
　

①
調
査
結
果
は
他
自
治
体
と

比
較
し
て
も
多
い
と
認
識
し
て
い

る
。
②
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
就
学
先

不
明
の
外
国
籍
児
童
・
生
徒
の
調
査

を
実
施
し
て
い
な
い
が
、
今
後
は
個

別
の
就
学
先
の
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
国
や
都
に
実
態
調
査
や
受
入

れ
体
制
の
充
実
を
要
望
す
る
。

　
　
　

今
回
の
台
風
を
は
じ
め
豪
雨

に
よ
り
、
土
砂
災
害
や
河
川
の
氾
濫

な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
区

も
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
自
主
避

難
所
の
開
設
な
ど
警
戒
に
あ
た
り
、

幸
い
区
内
で
の
人
的
被
害
や
大
き
な

建
物
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
区
の
地

域
防
災
計
画
の
今
後
の
課
題
は
。

　
　
　

自
主
避
難
所
の
要
配
慮
者
や

外
国
人
の
対
応
、
配
備
態
勢
な
ど
課

題
を
検
証
し
体
制
強
化
に
取
り
組
む
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
推
進

　
　
　

国
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
指
導

は
実
施
段
階
で
あ
る
が
、
区
は
新
学

習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
デ
ジ
タ
ル

教
材
な
ど
を
活
用
し
た
指
導
を
模
索

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
方
針
は
。

　
　
　

各
学
校
の
実
態
に
応
じ
た
学

習
活
動
の
中
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　

近
年
の
集
中
豪
雨
と
台
風
の

猛
威
は
凄
ま
じ
く
、
こ
れ
ま
で
の

延
長
線
上
で
は
な
い
対
策
が
必
要
。

①「
神
田
川
流
域
豪
雨
対
策
計
画

（
改
定
）」
に
お
け
る
雨
水
流
出
抑

制
対
策
の
目
標
達
成
に
向
け
た
取
組

み
は
。
歩
道
・
公
園
等
の
公
共
施
設

に
余
地
が
あ
る
の
で
は
。
②
避
難
所

ご
と
に
風
水
害
時
の
避
難
訓
練
や
説

明
会
を
す
べ
き
。
③
自
主
避
難
所
開

設
に
関
す
る
検
証
結
果
は
。
④
情
報

発
信
の
媒
体
の
拡
大
と
と
も
に
発
信

体
制
の
強
化
を
す
べ
き
。

　
　
　

①
毎
年
2,500
㎡
の
透
水
性
舗
装

の
実
施
に
加
え
、
可
能
な
箇
所
は
道

路
等
に
雨
水
流
出
抑
制
施
設
を
追
加

整
備
し
て
い
く
。
②
今
回
の
台
風
の

経
験
等
を
踏
ま
え
、
防
災
区
民
組
織

等
と
協
議
し
つ
つ
訓
練
の
実
施
を
検

討
す
る
。
③
避
難
者
の
ニ
ー
ズ
に
臨

機
応
変
に
対
応
し
た
が
、
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
等
の
課
題
も
出
て

き
た
。
④
既
存
媒
体
の
確
実
な
実
施

に
加
え
、
防
災
ア
プ
リ
等
の
導
入
・

活
用
事
例
を
研
究
し
て
い
く
。

個
人
情
報
流
出
事
件

　
　
　

新
宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
登
録
申
込

書
」が
盗
難
さ
れ
、
一
部
が
区
民
の

ポ
ス
ト
に
投
函
さ
れ
た
。
い
ま
だ
826

枚
は
不
明
な
状
態
で
あ
る
。
①
申
込

書
は
不
適
切
な
状
態
で
放
置
さ
れ
て

い
た
が
、
区
は
定
め
ら
れ
た
年
１
回

の
立
ち
入
り
調
査
を
行
わ
ず
、
こ
れ

を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。
区
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
が
な
ぜ
放
置

さ
れ
た
の
か
。
②
個
人
情
報
に
関
す

る
特
記
事
項
の
改
定
や
手
続
き
の
作

成
等
を
す
る
べ
き
。
ま
た
、
業
務
委

託
先
の
個
人
情
報
も
同
様
に
す
べ
き
。

　
　
　

①
指
定
管
理
者
及
び
所
管
課

の
個
人
情
報
保
護
対
策
に
関
す
る
認

識
の
欠
如
で
あ
る
と
と
も
に
、
調
査

の
確
認
方
法
な
ど
が
未
統
一
で
あ
る

こ
と
も
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
②

第
三
者
に
よ
る
事
業
評
価
等
に
取
り

組
む
。
業
務
委
託
で
も
指
定
管
理
業

務
と
同
様
の
保
護
対
策
を
検
討
す
る
。

質
問

答
弁 こ

れ
ま
で
の
延
長
線
上
で
は
な
い
風
水
害
対
策
を

日
本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

川
村 

の
り
あ
き

国
の
地
域
経
済
振
興
策
の
問
題
点

立
憲
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

三
雲　

崇
正

災
害
対
策

新
宿
未
来
の
会

え
の
き 

秀
隆

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

　
　
　

地
球
温
暖
化
の
進
行
が
原
因

と
さ
れ
る
気
候
変
動
の
影
響
で
、
台

風
の
巨
大
化
や
豪
雨
災
害
の
激
甚
化

に
よ
る
大
規
模
水
害
の
発
生
が
続
い

て
い
る
。
①
異
常
気
象
下
の
豪
雨
対

策
が
必
要
。
１
時
間
75
ミ
リ
の
降
雨

へ
の
整
備
の
見
通
し
は
。
②
こ
の
度

の
台
風
15
号
、
19
号
や
そ
の
後
の
低

気
圧
に
よ
る
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た

福
祉
施
設
の
う
ち
、
浸
水
時
の
避
難

確
保
計
画
を
策
定
し
、
定
期
的
に
訓

練
し
て
い
た
施
設
で
は
、
避
難
対
応

等
が
円
滑
で
あ
っ
た
。
計
画
作
成
は
、

平
成
29
年
６
月
の
法
改
正
に
よ
り

一
部
施
設
で
義
務
化
さ
れ
た
が
、
平

成
28
年
３
月
時
点
で
作
成
済
み
施
設

割
合
は
全
国
レ
ベ
ル
で
2.3
％
で
あ
っ

た
。義
務
化
後
の
区
で
の
策
定
状
況
は
。

　
　
　

①
中
野
、
杉
並
区
に
あ
る
神

田
川
・
環
状
７
号
線
地
下
調
節
池
と
練

馬
区
に
あ
る
白
子
川
地
下
調
節
池
を

接
続
す
る
工
事
を
都
が
令
和
７
年
度

稼
働
に
向
け
進
行
中
。
下
流
域
で
あ

る
新
宿
区
の
水
害
軽
減
に
大
き
く
寄

与
す
る
と
考
え
、
早
期
完
成
を
都
に

引
き
続
き
要
望
す
る
。
②
区
内
58
施

設
の
う
ち
41
施
設
が
策
定
済
み
。
未

策
定
の
施
設
へ
、
引
き
続
き
計
画
策

定
と
訓
練
の
実
施
を
働
き
か
け
る
。

ソ
フ
ト
面
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備

　
　
　

東
京
2020
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
施
設
等
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
が
進
む
が
、サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
人
の
思
い
や
り
等

ソ
フ
ト
面
の
充
実
が
な
け
れ
ば
、
真

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
は
言
え
な
い
。

①
ソ
フ
ト
面
の
整
備
事
業
と
し
て
区

が
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
は
。
②
ソ

フ
ト
面
の
整
備
の
１
つ
と
し
て
、
障

害
の
状
態
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
円
滑
化
の
た
め
の
整
備
が
あ

る
。
誰
も
が
心
を
通
わ
せ
、
地
域
で

安
心
し
て
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

障
害
者
の
意
思
疎
通
に
係
る
理
解
の

促
進
、
意
思
疎
通
手
段
の
普
及
が
不

可
欠
だ
が
、
更
な
る
取
組
み
は
。

　
　
　

①
多
く
の
区
民
が
障
害
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
と

認
識
し
、
障
害
者
福
祉
施
設
共
同
バ

ザ
ー
ル
・
障
害
者
作
品
展
等
を
実
施
。

ま
た
、「
新
宿
ら
く
ら
く
バ
リ
ア
フ

リ
ー
マ
ッ
プ
」を
刷
新
し
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
対
応
や
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
、
英

語
対
応
に
よ
り
、
利
便
性
を
高
め
る
。

②
聴
覚
障
害
者
へ
手
話
通
訳
者
や
要

約
筆
記
者
の
派
遣
等
の
意
思
疎
通
支

援
事
業
を
推
進
。
視
覚
障
害
者
へ
は
、

区
HP
の
音
声
読
み
上
げ
対
応
や
、
希

望
者
へ
の
点
字
版
や
声
の
広
報
を
配

布
。
今
後
、
手
話
言
語
を
は
じ
め
と

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

減
災
型
の
防
災
ま
ち
づ
く
り

自
由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

大
門 

さ
ち
え

情報発信の強化を

地域の実情に合った経済振興策を災害時の避難所運営の検証を
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※
中
国
残
留
邦
人

　
　
　

令
和
元
年
10
月
31
日
現
在

で
6,724
人
の
中
国
残
留
邦
人（
ご
家
族

含
む
。）が
帰
国
し
日
本
で
暮
ら
し
、

現
在
も
200
～
300
人
程
度
の
残
留
孤
児

で
あ
っ
た
方
が
中
国
で
生
活
し
て
い

る
。
①
区
内
に
住
む
中
国
残
留
邦
人

の
人
数
は
。
②
区
内
に
住
む
中
国
残

留
邦
人
の
方
に
体
験
談
を
お
話
し
い

た
だ
い
た
り
、
文
書
を
提
供
い
た
だ

く
事
業
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

①
令
和
元
年
10
月
末
時
点

で
、
23
名
。
②
中
国
帰
国
者
支
援
・

交
流
セ
ン
タ
ー
発
行
の
情
報
誌
が
送

付
さ
れ
、
し
ん
じ
ゅ
く
多
文
化
共
生

プ
ラ
ザ
で
閲
覧
で
き
る
。
ま
た
、
平

和
啓
発
事
業
と
し
て
令
和
元
年
12
月

7
日
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
て
体
験
談

を
お
話
し
い
た
だ
く
。

質
問 ち

い
さ
き
声
を
す
く
い
あ
げ
る
会

よ
だ　
か
れ
ん

答
弁

問問

質質

一一

般般

災
害
か
ら
い
の
ち
と

く
ら
し
を
守
る
区
政

　
　
　

台
風
19
号
の
雨
は
区
の
雨

量
計
で
280
ミ
リ
を
記
録
し
た
。
幸

い
河
川
は
氾
濫
し
な
か
っ
た
が
、

改
修
は
待
っ
た
な
し
だ
。
①
神
田

川
の
山
手
線
橋
り
ょ
う
部
の
工
事

の
具
体
的
な
予
定
は
。
②
擁
壁
や

が
け
の
安
全
対
策
は
。
③
被
災
時

の
ご
み
・
が
れ
き
の
処
理
の
具
体

的
な
計
画
は
。

　
　
　

①
山
手
線
橋
り
ょ
う
は
都

と
JR
の
間
で
事
業
化
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。
②
所
有
者
等
へ
の
改

修
助
成
等
に
加
え
、
新
た
に「
が

け
・
擁
壁
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を

作
成
。
③
環
境
省
の
指
針
に
基
づ

き
、
令
和
元
年
度「
災
害
廃
棄
物

処
理
計
画
」を
策
定
。

質
問 社

民
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

か
わ
の　
達
男

答
弁

放
送
受
信
料
免
除

申
請
書
の
取
り
扱
い

　
　
　

現
在
、
区
の
福
祉
の
窓
口

で
使
用
す
る
放
送
受
信
料
免
除
申

請
書
は
、
放
送
受
信
契
約
書
を
兼

ね
備
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
区
が

NHK
に
便
宜
を
図
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
も
仕
方
の
な
い
状
況
。
ま
た
、

放
送
法
等
に
触
れ
る
恐
れ
も
あ
る
。

放
送
受
信
契
約
欄
を
斜
線
等
で
抹

消
す
る
市
も
あ
る
が
、
区
は
今
後

ど
う
取
り
扱
う
か
。

　
　
　

区
は
適
正
に
対
応
し
て
い

る
が
、
免
除
申
請
書
と
受
信
契
約

書
が
一
体
で
あ
る
現
行
の
書
式
は
、

区
が
受
信
契
約
を
促
し
て
い
る
と

の
誤
解
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
今

後
は
受
信
契
約
の
部
分
を
二
重
線

で
削
除
す
る
。

質
問 新

宿
区
民
を
守
る
会

松
田　

み
き

答
弁

し
た
障
害
者
の
多
様
な
意
思
疎
通
の

促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を

定
め
る
条
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

認
知
症
施
策
の
充
実

　
　
　

経
済
協
力
開
発
機
構
(OECD)
に
よ

る
2017
年
の
認
知
症
有
病
率
比
較
で

は
、
日
本
が
2.33
％
で
最
も
高
い
。
政

府
は
、
誰
も
が
な
り
う
る
認
知
症
の

「
共
生
と
予
防
」
を
柱
と
し
た「
認

知
症
施
策
推
進
大
綱
」
を
決
定
し

た
。
こ
の
大
綱
に
基
づ
き
、
区
の
施

策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
　
　

大
綱
で
は
、
普
及
啓
発
、
予

防
、
介
護
者
へ
の
支
援
な
ど
、
基
本

と
な
る
５
つ
の
柱
が
示
さ
れ
て
い
る
。

区
で
は
、
認
知
症
当
事
者
の
声
の
発

信
等
に
よ
る
普
及
啓
発
と
、
認
知
症
・

も
の
忘
れ
相
談
等
に
よ
る
予
防
支
援
、

介
護
者
家
族
に
向
け
た
学
習
会
な
ど

の
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。

ゲ
ー
ム
障
害
等
へ
の
対
策

　
　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及

に
よ
り
生
活
が
便
利
に
な
る
一
方
、

ネ
ッ
ト
依
存
、
ゲ
ー
ム
障
害
な
ど
の

問
題
も
生
じ
て
い
る
。
WHO
は
ゲ
ー
ム

障
害
を
国
際
疾
病
と
し
て
正
式
に
認

定
し
、
精
神
疾
患
と
位
置
付
け
た
。

今
後
、
対
策
や
予
防
、
啓
発
に
力
を

入
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
①
ゲ
ー
ム

障
害
の
相
談
状
況
、
対
応
は
。
②
区

立
学
校
に
お
け
る
取
組
み
は
。

　
　
　

①
平
成
30
年
度
の
依
存
症
相

談
件
数
1,011
件
の
う
ち
、
ゲ
ー
ム
障
害

に
関
す
る
相
談
は
数
件
程
度
で
、
必

要
に
応
じ
て
医
療
機
関
へ
の
受
診
勧

奨
等
を
行
う
。
②
小
中
学
校
で
ネ
ッ

ト
依
存
、
ゲ
ー
ム
障
害
の
予
防
な
ど

実
例
を
交
え
た
外
部
講
師
の
授
業
等

を
実
施
。
令
和
元
年
度
実
施
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
元
に
取
組
み
を
強
化
。ゲーム障害への対策強化を

質
問

答
弁

答
弁

　
　
　

台
風
時
は
、
区
HP
に
ア
ク
セ

ス
出
来
ず
、
情
報
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
と
の
声
が
会
派
に
多
く
届
い
て
い

る
。
①
区
HP
へ
の
ア
ク
セ
ス
状
況

は
。
②
今
後
、
ア
ク
セ
ス
集
中
に
よ

る
HP
閲
覧
障
害
に
ど
う
対
応
す
る
の

か
。

　
　
　

①
台
風
襲
来
の
当
日
は
、
区

HP
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
人
だ
け
で
、

平
常
時
と
比
べ
て
約
４
倍
の
15
万
件

を
超
え
、
都
内
の
他
区
市
町
村
も
同

様
の
状
況
だ
っ
た
。
都
内
自
治
体

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
は
、
原

則「
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク

ラ
ウ
ド
」を
介
し
て
配
信
さ
れ
る
た

め
、
回
線
が
ひ
っ
迫
し
、
サ
ー
バ
ー

に
負
荷
が
か
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
通
信
容
量
が
少

な
く
サ
ー
バ
ー
へ
の
負
荷
が
低
い
文

字
情
報
だ
け
の
災
害
用
軽
量
簡
易
表

示
版
に
切
り
替
え
る
な
ど
対
応
し

た
。
②
今
後
は
、
災
害
時
の
防
災
関

連
情
報
等
を
迅
速
か
つ
確
実
に
提
供

す
る
た
め
、
令
和
元
年
12
月
に
同
ク

ラ
ウ
ド
を
介
さ
ず
、
専
用
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
回
線
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

信
が
で
き
る
よ
う
HP
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
を
強
化
し
、
ア
ク
セ
ス

集
中
時
の
改
善
を
図
る
。

障
害
者
福
祉
の
充
実
を

　
　
　

①
手
話
を
日
常
利
用
す
る
聴

覚
障
害
者
は
、
手
話
を
言
語
と
し
て

大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段

と
し
、
視
覚
障
害
者
は
、
音
声
等
を

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
す
る

な
ど
、
障
害
の
状
態
に
よ
り
手
段
は

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
障
害
の
あ
る
方

も
な
い
方
も
、
互
い
に
理
解
し
な
が

ら
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
す
た
め
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
手
段
が
必
要
。
区
は

さ
ら
な
る
取
組
み
を
。
②
小
池
都
知

事
と
の
意
見
交
換
の
場
で
、
都
が
制

度
化
す
る
ま
で
、
区
が
独
自
に
精
神

障
害
者
へ
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
を

支
給
す
る
考
え
で
あ
る
と
区
長
が
発

言
し
た
が
、
区
の
考
え
は
。

　
　
　

①
障
害
者
が
他
者
と
正
確
に

意
思
疎
通
す
る
こ
と
は
、
自
立
し
た

生
活
を
送
る
た
め
に
重
要
。
区
は
、

聴
覚
障
害
者
へ
手
話
通
訳
者
等
の
派

遣
を
は
じ
め
と
す
る
、
意
思
疎
通
支

援
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。
今
後
、

手
話
言
語
を
は
じ
め
と
し
た
障
害
者

の
多
様
な
意
思
疎
通
の
促
進
に
関
す

る
基
本
的
な
考
え
方
を
定
め
る
条
例

を
東
京
2020
大
会
の
開
催
を
契
機
と
し

て
検
討
す
る
。
②
障
害
者
へ
の
経
済

的
支
援
は
、
本
来
国
の
制
度
で
行
わ

れ
る
べ
き
。ま
た
、住
む
地
域
に
よ
っ

て
格
差
が
無
い
よ
う
都
道
府
県
レ
ベ

ル
で
手
当
の
支
給
制
度
を
定
め
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
意
見
交
換

の
場
で
は
、
当
該
手
当
は
身
体
・
知

的
と
同
様
に
精
神
障
害
者
も
含
め
て

都
の
制
度
と
負
担
に
よ
り
支
給
す
べ

き
と
提
案
し
た
。
区
は
都
が
制
度
化

す
る
ま
で
独
自
に
当
該
手
当
支
給
を

検
討
し
、
引
き
続
き
国
及
び
都
に
手

当
の
支
給
を
要
望
す
る
。

保
育
所
待
機
児
童
の
解
消

　
　
　

区
は
、
区
内
の
大
規
模
な
開

発
に
よ
る
人
口
流
入
や
女
性
就
業
率

の
上
昇
等
の
社
会
情
勢
の
変
化
、
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
よ
り
、

今
後
も
保
育
需
要
の
増
加
を
想
定
し

て
い
る
。
認
可
保
育
所
の
整
備
を
着

実
に
行
う
た
め
、
地
域
ご
と
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　

区
で
は
、
区
内
を
３
つ
の
地

域
に
分
け
て
整
備
を
推
進
し
て
い

る
。
東
南
地
域
は
、
大
規
模
再
開
発

が
複
数
進
行
す
る
た
め
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
世
帯
の
戸
数
な
ど
再
開
発
事
業

者
と
の
適
切
な
情
報
共
有
と
保
育
定

員
確
保
に
向
け
た
要
請
を
行
う
。
中

央
地
域
は
、
近
年
地
域
内
の
未
就
学

児
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
保
育

ニ
ー
ズ
の
推
移
を
検
証
し
、
整
備
の

必
要
性
を
検
討
す
る
。
西
北
地
域

は
、
今
後
も
未
就
学
児
の
増
加
に
伴

う
保
育
ニ
ー
ズ
の
伸
び
を
見
込
ん
で

お
り
、
引
き
続
き
着
実
に
整
備
を
推

進
す
る
。

答
弁

質
問

手話が当たり前の社会に

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

【中国残留邦人】�昭和 20 年、中国の東北地方には開拓団など多くの日本人が居住していた。同年ソ連軍の侵攻により、多くの方が犠牲となった中、肉親と離別して孤児となり中国の養父母に
育てられたり、やむなく中国に残ることとなった方々。

風
水
害
対
策
の
強
化
を

新
宿
区
議
会
公
明
党

木
も
と 

ひ
ろ
ゆ
き
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地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

①
葛
飾
区
で
は
建
替
工
事
や

除
去
工
事
を
助
成
し
、
耐
震
化
が
新
宿

区
の
4.7
倍
と
進
ん
で
い
る
。
新
宿
区

で
も
建
替
工
事
助
成
、
除
去
工
事
助

成
を
全
地
域
で
実
施
す
べ
き
。
②
調

査
の
結
果
判
明
し
た
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
を
ま
ず
除
去
す
る
よ
う
に
区
が

所
有
者
に
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
。

　
　
　

①
建
築
物
の
耐
震
化
は
建
替

え
や
除
去
を
含
め
所
有
者
の
責
務
で

行
う
こ
と
が
基
本
で
あ
る
た
め
、
新

た
な
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。
②
働

き
か
け
が
大
切
。
委
託
し
た
専
門
家

よ
り
除
去
を
働
き
か
け
る
。

質
問 日

本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

雨
宮
　
武
彦

答
弁

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進

　
　
　

判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
を

社
会
全
体
で
支
え
合
う
こ
と
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
成
年
後
見
制
度
は

重
要
な
手
段
で
す
。
第
三
者
後
見
人

の
①
ニ
ー
ズ
の
現
状
と
②
実
績
は
。

　
　
　

①
平
成
30
年
度
新
宿
区
区
政

モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
後
見
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
人
に
家
族
・
親
族
が

78.1
％
、
弁
護
士
等
の
専
門
家
が
51.7
％
、

市
民
後
見
人
が
10
％
で
し
た
。
②
東

京
家
庭
裁
判
所
に
よ
る
と
、
平
成
30

年
度
中
の
第
三
者
後
見
人
選
任
状
況

は
、
都
全
体
で
70
％
以
上
を
占
め
、

新
宿
区
も
70
％
と
高
い
割
合
で
す
。

質
問 立

憲
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

田
中 

ゆ
き
え

答
弁

自
転
車
通
行
空
間

　
　
　

近
年
多
発
す
る
接
触
事
故
を

受
け
て
、
警
察
で
も「
自
転
車
は
車

道
を
走
行
す
る
も
の
」と
指
導
し
て

い
る
。
区
内
の
道
路
に
も
自
転
車
通

行
空
間
が
設
置
さ
れ
、「
新
宿
区
自
転

車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
」に
お
け
る

自
転
車
通
行
空
間
の
整
備
状
況
と
今

後
の
予
定
、
利
用
促
進
は
。

　
　
　

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

対
象
路
線
の
約
4
割
の
整
備
が
完
了

し
、
未
整
備
区
間
の
区
道
41.4
㎞
を
10

年
間
で
整
備
す
る
。
ま
た
、
国
・
都

道
の
各
道
路
管
理
者
に
整
備
を
要
請

し
、
利
用
促
進
を
は
か
る
。

質
問 新

宿
未
来
の
会の

づ
　
ケ
ン

答
弁

指
定
管
理
施
設
の
災
害
対
応

　
　
　

現
在
区
の
施
設
の
う
ち
96
施

設
は
民
間
企
業
等
が
主
体
の
指
定
管

理
者
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
る
。
公

共
施
設
で
あ
る
以
上
、
災
害
時
は
管

理
者
が
行
政
機
関
で
な
く
と
も
避
難

等
に
対
す
る
積
極
的
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
が
、
災
害
時
対
応
の
取
り
決

め
等
の
整
備
状
況
は
。

答
弁　

指
定
管
理
施
設
の
う
ち
、
一

部
指
定
施
設
と
協
定
を
締
結
し
、
指

定
管
理
者
の
応
急
活
動
実
施
等
を
定

め
て
い
る
。
ま
た
、
協
定
の
実
効
性

を
担
保
す
る
た
め
、
訓
練
や
マ
ニ
ュ

ア
ル
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

質
問 自

由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

渡
辺 

み
ち
た
か

答
弁

人
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り

　
　
　

全
国
の
人
身
事
故
の
54
％
は

交
差
点
付
近
で
発
生
し
て
い
る
。
警

察
に
よ
り
経
過
時
間
表
示
機
能
付
き

信
号
機
や
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で
歩

行
者
の
横
断
時
間
の
延
長
が
で
き
る

信
号
機
の
整
備
が
、
主
要
な
交
差
点

で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
区
と
し
て
設

置
を
要
望
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

区
内
の
交
差
点
に
は
、
経
過

時
間
表
示
機
能
付
き
信
号
機
を
100

基
、
歩
行
者
の
横
断
時
間
の
延
長
が

で
き
る
高
齢
者
等
感
応
式
信
号
機
も

32
基
整
備
し
て
い
る
。
今
後
も
信
号

機
の
整
備
を
警
察
に
働
き
か
け
る
。

質
問 立

憲
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

志
田 

雄
一
郎

答
弁

水
害
対
策
に
お
け
る
事
前
準
備
を

　
　
　

①
坂
道
の
多
い
中
井
周
辺
は
、

土
の
う
需
要
が
多
く
事
前
に
準
備
で
き

ず
に
心
配
し
な
が
ら
過
ご
し
た
方
も
い

た
。
今
後
ど
の
よ
う
に
土
の
う
を
配
備

等
す
る
の
か
。
②
地
域
の
身
近
な
置
場

と
し
て
中
井
駅
前
広
場
に
土
の
う
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
配
備
す
べ
き
。

　
　
　

①
今
回
の
台
風
で
改
め
て
土

の
う
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
た
た
め
、

令
和
２
年
の
出
水
期
ま
で
に
配
備
量

を
5,000
袋
以
上
に
増
量
す
る
ほ
か
、
身

近
な
土
の
う
置
場
や
周
知
方
法
な
ど

を
検
討
す
る
。
②
当
該
広
場
に
土
の

う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
を
検
討
す
る
。

質
問 新

宿
区
議
会
公
明
党

時
光 

じ
ゅ
ん
子

答
弁

牛
込
保
健
セ
ン
タ
ー
駐
車
ス
ペ
ー
ス

　
　
　

災
害
時
の
燃
料
電
池
バ
ス
に

よ
る
電
源
供
給
や
、
救
援
物
資
配
送

等
を
考
え
た
時
、
区
施
設
で
の
大
型

車
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
は
重
要
課

題
で
あ
る
。
①
建
替
え
予
定
の
牛
込

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
ス
ペ
ー
ス
確
保

や
、
②
ス
ペ
ー
ス
を
近
隣
施
設
イ
ベ

ン
ト
等
と
連
携
し
活
用
す
る
考
え
は
。

　
　
　

①
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
建
物
内

に
計
画
し
て
お
り
、
車
高
の
高
い
燃

料
電
池
バ
ス
の
駐
車
は
困
難
。
②
現

在「
レ
ガ
ス
ま
つ
り
」の
巡
回
バ
ス

乗
降
場
所
等
で
活
用
。
建
替
え
後
は

管
理
・
運
用
上
可
能
な
連
携
を
行
う
。

質
問 自

由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

永
原 

た
か
や
す

答
弁

感
染
症
予
防
対
策

　
　
　

東
京
2020
大
会
に
向
け
感
染
症

拡
大
の
リ
ス
ク
は
、
医
療
業
界
な
ど

か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
国
立
感
染

研
究
所
で
は
、
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト

時
に
想
定
さ
れ
る
国
や
エ
リ
ア
か
ら

の
輸
入
感
染
症
リ
ス
ク
の
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
る
。
社
会
を
守
る
観
点

か
ら
大
人
の
定
期
接
種
ワ
ク
チ
ン
の

重
要
性
と
、
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　
　

現
在
、
風
し
ん
第
5
期
な
ど

の
定
期
予
防
接
種
を
実
施
。
予
防
接

種
は
重
要
で
あ
り
、
周
知
に
努
め
る
。

新
た
な
定
期
接
種
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
国
の
検
討
を
注
視
し
て
い
く
。

質
問 新

宿
未
来
の
会鈴

木 

ひ
ろ
み

答
弁

自
転
車
マ
ナ
ー
の
向
上
と
保
険
加
入

　
　
　

①
自
転
車
利
用
者
や
歩
行
者

の
安
全
確
保
の
た
め
、
自
転
車
の
交

通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
熟
知
し
守
る

意
識
の
向
上
が
重
要
。
そ
の
た
め
、

交
通
安
全
教
室
の
内
容
充
実
が
必
要

だ
が
区
の
考
え
は
。
②
今
後
の
自
転

車
保
険
加
入
に
つ
い
て
区
の
考
え
は
。

　
　
　

①
交
通
安
全
教
室
は
講
座
型

中
心
だ
っ
た
が
、
※
ス
ケ
ア
ー
ド
ス
ト

レ
イ
ト
方
式
等
の
体
験
型
を
増
や
し
、

マ
ナ
ー
の
向
上
等
に
努
め
る
。
②
重

大
事
故
が
増
加
し
て
お
り
、
保
険
の

加
入
は
必
要
。
都
と
連
携
し
区
民
や

事
業
者
に
保
険
加
入
を
働
き
か
け
る
。

質
問 新

宿
区
議
会
公
明
党

三
沢 

ひ
で
子

答
弁

公
民
連
携
の
推
進

　
　
　

2019
年
３
月
に
新
宿
自
治
創
造

研
究
所
レ
ポ
ー
ト「
公
民
連
携

（PPP）
の

研
究
（1）
」が
発
行
さ
れ
た
が
、
今
後

の
公
民
連
携
に
つ
い
て
、
①
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

②
公お

お
や
けの

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
ど
う
発
揮

し
て
い
く
の
か
。

　
　
　

①
来
年
度
に
窓
口
を
行
政
管

理
課
に
設
置
し
、
民
間
提
案
制
度
を

令
和
３
年
度
に
導
入
す
る
予
定
。
②

公
が
公
共
性
を
設
定
し
、
民
が
そ
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
も
と
に
効
率
性
を
追

求
し
、
公
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
確
保
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
。

質
問 自

由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

下
村
　
治
生

答
弁

警
察
と
連
携
し
、

通
学
路
の
安
全
確
保
を

　
　
　

区
内
の
通
学
路
が
危
険
だ
と

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
通
学
路
は
、

午
前
７
時
30
分
か
ら
９
時
ま
で
は
、

自
動
車
の
通
行
が
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
無
視
し
て

多
く
の
車
が
毎
日
通
行
し
、
非
常
に

危
険
な
状
態
に
あ
る
。
通
学
路
の
安

全
確
保
は
重
要
で
あ
る
。
ど
の
よ
う

な
対
応
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

学
校
か
ら
警
察
へ
の
要
請
に

よ
り
、
交
通
規
制
を
守
ら
な
い
車
両

の
取
り
締
ま
り
を
行
っ
て
い
た
だ
い

た
。
今
後
も
、
学
校
、
教
育
委
員
会

と
警
察
で
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
通

学
路
の
安
全
確
保
に
努
め
る
。

質
問 ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
新
宿

伊
藤　

陽
平

答
弁

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
　
歳
問
題

　
　
　

65
歳
以
上
の
障
害
者
が
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
ど
ち
ら
を
利
用
す
る
か
に
つ
い

て
、
2018
年
12
月
の
浅
田
判
決
で
は
一

律
に
介
護
保
険
優
先
で
は
な
い
と
さ

れ
た
。
65
歳
以
上
の
障
害
者
に
一
律

に
介
護
優
先
で
は
な
い
と
伝
え
、サ
ー

ビ
ス
の
適
切
な
利
用
の
推
進
を
。

　
　
　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
相
当

す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
時
は
介

護
保
険
が
優
先
。
介
護
プ
ラ
ン
を
確

認
し
支
給
量
不
足
と
判
断
し
た
時
は
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
上
乗
せ
す
る

か
協
議
し
、
本
人
同
意
を
得
て
支
給
。

質
問 日

本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

近
藤 

な
つ
子

答
弁

65
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●
今
定
例
会
で
は
、
議
案
11
件

を
審
査
し
、
９
件
の
報
告
を
受

け
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
８
件
の「
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」、

「
令
和
元
年
度
新
宿
区
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
・
７

号
）」、
な
ど
11
件
の
議
案
は

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
報
告
案
件
で
は
、「
令
和
元

年
度
親
子
ぜ
ん
息
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
の
実
施
に
つ
い
て
」な
ど
９

件
の
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

●
11
月
６
・
７
日
に
、
愛
知
県

豊
橋
市「
AI
を
活
用
し
た
自
立

促
進
支
援
事
業
」、
奈
良
県
生

駒
市「
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
及
び
い
き
い
き

百
歳
体
操
」に
つ
い
て
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

8令和2年（2020年）1月1日

●
今
定
例
会
で
は
、
議
案
10
件
と

１
件
の
陳
情
を
審
査
し
ま
し
た
。

●「
新
宿
区
職
員
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」な
ど
6
件
を
全
員
賛
成

で
、「
新
宿
区
立
四
谷
ス
ポ
ー
ツ

ス
ク
エ
ア
条
例
」な
ど
４
件
は

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
陳
情
審
査
で
は
、
新
た
に
付

託
さ
れ
た
陳
情
の
う
ち
１
件
は
、

委
員
会
と
し
て
の
結
論
を
出
す

こ
と
が
困
難
と
判
断
し
た
た
め
、

審
査
未
了
と
し
ま
し
た
。
そ
の

他
１
件
は
、
継
続
と
し
ま
し
た
。

●
10
月
24
・
25
日
に
愛
知
県
名

古
屋
市「
AI
を
活
用
し
た
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
業
務
」、
岐
阜
県

岐
阜
市「
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

及
び
多
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
の
取

組
み
」に
つ
い
て
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

め
の
土
の
う
の
配
布
、
河
川
整

備
の
状
況
、
自
主
避
難
所
の
開

設
状
況
、
消
防
・
警
察
と
の
連

携
、
適
切
な
災
害
情
報
発
信
、

水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
情

報
周
知
な
ど
に
つ
い
て
、
質
問

及
び
要
望
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

●
今
定
例
会
で
は
、「
土
砂
災
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
及
び
が
け
・

擁
壁
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
、
周
知
に
つ
い
て
」を
議
題

と
し
、
説
明
を
受
け
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る

が
け
・
擁
壁
の
改
修
状
況
、
災

害
時
避
難
情
報
の
周
知
方
法
、

災
害
に
備
え
た
地
域
学
習
会
の

開
催
な
ど
に
つ
い
て
、
質
問
及

び
要
望
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

●
今
後
も
、
引
き
続
き
新
宿
区

の
防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

新
宿
区
立
四
谷
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
エ
ア
条
例

な
ど
の
議
案
を
審
査

総
務
区
民
委
員
会

８
件
の
「
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
」
な
ど
の
議
案
を
可
決

福
祉
健
康
委
員
会

●
今
定
例
会
で
は
、
議
案
13
件

を
審
査
し
、
7
件
の
報
告
を
受

け
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●「
新
宿
区
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」、「
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
」な
ど
13
件
を
審
査
し
、
全

員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
11
月
６
・７
・
８
日
に
、
広
島

県
広
島
市「
児
童
相
談
所
の
運

営
」、
広
島
県
福
山
市
立
城
東

中
学
校「
不
登
校
対
策
の
取
組

み
」、
香
川
県「
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー

ム
依
存
対
策
の
取
組
み
」に
つ

い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

児
童
館
等
の「
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
」な
ど
の
議
案
を
可
決

文
教
子
ど
も
家
庭
委
員
会

●
11
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
委

員
会
で
は
、「
台
風
第
19
号
に

よ
る
被
害
状
況
等
に
つ
い
て
」

を
議
題
と
し
、
説
明
を
受
け
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。
委
員
か
ら

は
、
浸
水
被
害
を
防
止
す
る
た

台
風
19
号
へ
の
対
応
状
況
や
土
砂
災
害
等
を

防
止
す
る
施
策
に
つ
い
て
議
論

防
災
等
安
全
対
策
特
別
委
員
会

●
今
定
例
会
で
は
、
議
案
2
件

を
審
査
し
、
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。

●
文
化
観
光
産
業
費
の「
夏
目

漱
石
記
念
施
設
整
備
基
金
積

立
金
」等
に
関
す
る
令
和
元
年

度
新
宿
区
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）な
ど
２
件
を
審
査

し
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
審

査
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

●
質
疑
で
は
、
基
金
へ
の
寄
附

の
状
況
に
つ
い
て
、「
令
和
元
年

10
月
９
日
ま
で
の
寄
附
の
合
計

が
、
2,488
件
で
１
億
2,738
万
9,631
円
と

な
っ
た
」と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
漱
石
山
房
記
念
館

で
の
漱
石
の
命
日
に
ち
な
ん
だ

イ
ベ
ン
ト
の
今
年
度
の
内
容
に

つ
い
て
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

漱
石
山
房
記
念
館
へ
の
区
民
の

皆
様
の
期
待
の
高
さ
を
実
感
す

る
と
と
も
に
、
更
な
る
文
化
施

策
の
推
進
を
確
認
し
ま
し
た
。

「
夏
目
漱
石
記
念
施
設
整
備
基
金
積
立
金
」

等
の
補
正
予
算
を
可
決

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
文
化
観
光
等
特
別
委
員
会

●
今
定
例
会
で
は
、
議
案
５
件
と

陳
情
１
件
を
審
査
し
、
２
件
の
報

告
を
受
け
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●「
新
宿
区
リ
サ
イ
ク
ル
及
び
一

般
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、

「
新
宿
区
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ

ン
等
の
建
築
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」な
ど
議
案
5
件
を
審
査
し
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
陳
情
審
査
で
は
、「
羽
田
空

港
新
飛
行
ル
ー
ト
の
新
宿
区
上

空
通
過
反
対
を
求
め
る
決
議
に

関
す
る
陳
情
」を
審
査
し
、
全

会
派
の
意
見
が
一
致
せ
ず
、
審

査
未
了
と
し
ま
し
た
。

●
11
月
５
・
６
・
７
日
に
、
熊

本
県
熊
本
市「
ご
み
処
理
施

設『
西
部
環
境
工
場
』の
取
組

み
」、大
分
県「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
利
用
し
た
道
路
調
査
」、

大
分
県
由
布
市「
由
布
市
景
観

条
例
に
基
づ
く
街
づ
く
り
」に

つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

新
宿
区
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
建
築
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
の
議
案
を
審
査

環
境
建
設
委
員
会

の
審
議
結
果

継
続
審
査　

１
件
（
新
た
に
提
出
さ
れ
た
も
の
）

□
公
共
放
送
の
運
営
に
係
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
及

　
び
消
費
者
保
護
体
制
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

　
関
す
る
陳
情
　
　
　
　
　
　
　
　
　［
総
務
区
民
委
員
会
］

審
議
未
了　

２
件

□
内
閣
総
理
大
臣
安
倍
晋
三
衆
議
院
議
員
に
猛
省
を
求
め
る

　
決
議
に
関
す
る
陳
情
　
　
　
　
　
　［
総
務
区
民
委
員
会
］

□
羽
田
空
港
新
飛
行
ル
ー
ト
の
新
宿
区
上
空
通
過
反
対
を
求

　
め
る
決
議
に
関
す
る
陳
情
　
　
　
　［
環
境
建
設
委
員
会
］

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
区
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
区
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
紙
面
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
紙
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、
ご
要
望
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員

吉
　
住
　
は
る
お

北
　
島
　
と
し
あ
き

渡
　
辺
　
清
　
人

三
　
沢
　
ひ
で
子

川
　
村
　
の
り
あ
き

田
　
中
　
ゆ
き
え

え
の
き
　
秀
　
隆

●
今
定
例
会
で
は
、「
議
会
の

ICT
化
」（
文
書
共
有
シ
ス
テ
ム

導
入
）に
つ
い
て
を
調
査
事
件

と
し
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。「
シ
ス
テ
ム
で
共
有
す
る

デ
ー
タ
は
全
て
PDF
で
あ
る
こ

と
」、「
当
面
は
議
会
内
の
共
有

で
あ
る
こ
と
」、「
一
定
期
間
は

デ
ー
タ
資
料
と
紙
資
料
を
併
用

す
る
こ
と
」な
ど
を
確
認
し
ま

し
た
。今
後
の
テ
ー
マ
と
し
て
、

パ
ソ
コ
ン
等
の
本
会
議
場
へ
の

持
ち
込
み
の
是
非
な
ど
に
つ
い

て
も
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

●
定
例
会
直
前
の
11
月
19
日
に

行
わ
れ
た
委
員
会
で
は
、
18
期

か
ら
の
申
し
送
り
事
項
の
一
つ

で
あ
る「
議
会
BCP
に
つ
い
て
」

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研

究
所
の
長
内
紳
悟
氏
を
講
師
と

し
て
お
招
き
し
、
勉
強
会
を
行

い
ま
し
た
。
平
成
11
年
６
月
に

区
議
会
と
し
て
震
災
時
に
お
け

る
申
し
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
ど
う
機
能
し
た

の
か
な
ど
具
体
的
な
検
証
方
法

を
含
め
、
議
会
と
し
て
の
課
題

を
学
び
ま
し
た
。

自
治
・
議
会
・
行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会

区
議
会
ICT
化
実
施
に
む
け
て
議
員
間
で
議
論

議
員
研
修
会
を
開
催

「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
社
会
が
変
わ
る
」

　

11
月
27
日
、
日
本
財
団

「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
」
講
師
の
根
木
慎
志

氏
を
お
招
き
し
、
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

シ
ド
ニ
ー
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
男
子
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
日
本
代
表
キ
ャ
プ
テ

ン
と
し
て
活
躍
し
、
全
国
の

小
・
中
高
等
学
校
で
3,000
回
以

上
講
演
し
た
経
験
に
つ
い
て
、

貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

新
宿
区
議
会
は
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
契
機
と
し
、

一
人
ひ
と
り
が
輝
け
る
社
会

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
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